
　

　

    主催 近畿バドミントン協会・近畿実業団バドミントン連盟

主管 大阪府バドミントン協会・大阪府実業団バドミントン連盟

後援 読売新聞社・日本実業団バドミントン連盟

協賛 ヨネックス株式会社・ミズノ株式会社・株式会社ゴーセン

　会　場　　大阪府立臨海スポーツセンター

　期　日　　２０２４年３月２日（土）～３日（日）

（第７４回全日本実業団バドミントン選手権大会近畿地区選考会）

第７２回



第７２回

近畿実業団バドミントン

選手権大会

選手の皆様、ご健闘をお祈りいたします。

大阪府実業団バドミントン連盟

＝ 歓 迎 ＝



ご　あ　い　さ　つ

近畿実業団バドミントン連盟

大阪府実業団バドミントン連盟

会 長 河 合 茂

 近畿各府県から多くの選手、監督、役員の皆様をお迎えして、第７２回

近畿実業団バドミントン選手権大会を開催します。 

 さて、年初に能登半島地震の大きな災害に見舞われた北陸地方の

方々に心よりお見舞い申し上げます。バドミントン界も 2024 年パリオリン

ピックに向けて、選手たちが出場枠ポイントを獲得するため、BWF ワール

ドツアーでしのぎを削っています。そして、喜ばしいことに各大会において、

日本選手のメダル奪取がスポーツニュースでも報じられています。 

 本大会は今年６月に宮城県仙台市で開催されます、第７４回全日本実

業団バドミントン選手権大会の近畿ブロック代表選考会も兼ねており、全

国大会出場権獲得をかけて、そして各企業の名誉と栄光を目指して頑張

って頂きますことを願っております。 

終わりに本大会の開催に当たり多大なご支援とご協力を賜わりました、

関係各位に厚くお礼申し上げますとともに、本大会の成功と皆様のご健

闘をお祈り申し上げご挨拶とさせていただきます。 



大会名誉会長 近 畿 バ ド ミ ン ト ン 協 会 名 誉 会 長 田 中 田 鶴 子

（兼京都府バドミントン協会会長）

大 会 会 長 近 畿 実 業 団 バ ド ミ ン ト ン 連 盟 会 長 河 合 茂

（兼大阪府実業団バドミントン連盟会長）

大 会 副 会 長 京 都 府 実 業 団 バ ド ミ ン ト ン 連 盟 会 長 大 石 博 人

奈 良 県 実 業 団 バ ド ミ ン ト ン 連 盟 会 長 辻 本 髙 廣

和 歌 山 県 実 業 団 バ ド ミ ン ト ン 連 盟 会 長 寺 西 頼 太

兵 庫 県 実 業 団 バ ド ミ ン ト ン 連 盟 会 長 横 田 英 士

大 会 顧 問 大 阪 府 バ ド ミ ン ト ン 協 会 会 長 銭 谷 欽 治

奈 良 県 バ ド ミ ン ト ン 協 会 会 長 野 村 安 忠

和 歌 山 県 バ ド ミ ン ト ン 協 会 会 長 石 田 真 敏

兵 庫 県 バ ド ミ ン ト ン 協 会 会 長 浜 田 知 昭

大 会 参 与 大 阪 府 バ ド ミ ン ト ン 協 会 理 事 長 前 野 純 一

京 都 府 バ ド ミ ン ト ン 協 会 理 事 長 小 国 久 美

奈 良 県 バ ド ミ ン ト ン 協 会 理 事 長 辻 敏 弘

和 歌 山 県 バ ド ミ ン ト ン 協 会 理 事 長 岩 西 壯 行

兵 庫 県 バ ド ミ ン ト ン 協 会 理 事 長 村 西 清 文

大 会 委 員 長 近 畿 実 業 団 バ ド ミ ン ト ン 連 盟 理 事 長 中 野 幸 夫

（兼兵庫県実業団バドミントン連盟理事長）

大会副委員長 近 畿 実 業 団 バ ド ミ ン ト ン 連 盟 副 理 事 長 平 井 宏 典

（兼大阪府実業団バドミントン連盟理事長）

近 畿 実 業 団 バ ド ミ ン ト ン 連 盟 理 事 池 端 康 平

（兼大阪府実業団バドミントン連盟副理事長）

大 会 委 員 近 畿 実 業 団 バ ド ミ ン ト ン 連 盟 理 事

太田 智一郎（京都）　　中井 哲弘（京都）

三嶋 真喜男（奈良）　  阪口 恵二朗（奈良）　  山根 健治（奈良）

吉岡 和美（兵庫）　　　 林 良光（兵庫）

大 会 役 員



レフェリー（競技役員長）

金 山 在 勇

デピュティレフェリー（総務部長）

池 端 康 平

総 務 委 員 川 崎 武 司

デピュティレフェリー（競技審判部長）

宮 本 和 文

競 技 審 判 副 部 長 堀 田 又 治

競技委員及び審判員

立 花 良 明 前 野 純 一 山 本 浩 之

岡 田 洋 古 川 幸 恵

佐 藤 裕 明 江 村 誠 今 林 秀 和

大阪府実業団バドミントン連盟

大阪府実業団バドミントン連盟　副理事長

大阪府実業団バドミントン連盟　理事

大阪府実業団バドミントン連盟　副理事長

大阪府実業団バドミントン連盟　理事

大阪府実業団バドミントン連盟　副理事長

競 技 役 員



３月２日（土） ９時４０分～
池 端 康 平

１． 役員・選手整列

２． 開 式 通 告

３． 開 会 宣 言 中 野 幸 夫

４． 優 勝 杯 返 還 昨年度優勝チーム

男 子 ＷＡＫＯＫＡＩ（大阪）

女 子 三菱電機（兵庫）

５． 大 会 会 長 挨 拶 河 合 茂

６． 来 賓 挨 拶 吉 岡 慶 介

７． 選 手 宣 誓 選手代表

男 子 ＷＡＫＯＫＡＩ（大阪）

女 子 三菱電機（兵庫）

８． 競 技 上 及 び 金 山 在 勇

審判上の注意

９． 一 般 上 の 注 意 池 端 康 平

１０． 閉 式 通 告

１１． 選 手 退 場

３月３日（日） 試合終了後
池 端 康 平

１． 役員・選手整列

２． 開 式 通 告

３． 成 績 発 表 金 山 在 勇

４． 表 彰 河 合 茂

吉 岡 慶 介

５． 閉 会 の 挨 拶 河 合 茂

６． 閉 会 宣 言 中 野 幸 夫

７． 閉 式 通 告

８． 役員・選手退場

閉 会 式

近 畿 実 業 団 バ ド ミ ン ト ン 連 盟 会 長

司 会

大会運営連絡事項

レ フ ェ リ ー

大 会 委 員 長

近 畿 実 業 団 バ ド ミ ン ト ン 連 盟 会 長

総 務 部 長

読売新聞本社 事業本部 次世代開発部

司 会

近 畿 実 業 団 バ ド ミ ン ト ン 連 盟 会 長

読売新聞本社 事業本部 次世代開発部

レ フ ェ リ ー

大 会 委 員 長

式 次 第
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してください。

第２日目の第１対戦（ＭＴ－１～ＭＴ－３）は９時４０分までに本部席まで提出

この大会は、２０２３年度（公財）日本バドミントン協会競技規則・大会運営規定

監督・選手変更届は、監督会議での提出分をもって最終のものとし、以後の変更は

試合順は、複、複、単、単、単の順で行うこととし、３マッチ（試合）先取で打ち切り

試合途中、負傷等により棄権する場合は、ゲームカウント２－０とし、ポイントは

競技中のフロアへの立ち入りは、試合に関係するチームの監督・マネージャー・選手

及び大会役員関係者のみとします。

もあります。

審判は現行の２０２３年度（公財）日本バドミントン協会審判員規程により行います。

審判は主審１名、線審２名とします。

審判は原則として指名審判（相互）制とします。ただし、試合番号ＭＴ－４～ＭＴ－６

この限りではありません。

試合の進行により、コートの変更や並行試合を行うことがあります。並行試合で後順の

試合が先に終了し勝敗が決定した場合、残り試合は打ち切りとします。

この場合、一次リーグ戦では残り試合のゲームカウント・ポイント共に有効とします。

一次リーグ順位決定基準は、別掲の通りとします。

試合のコール後、５分以内にコートインしない場合は棄権とみなします。

試合前の練習は、トーナメント表の若番から５分間ずつとします。

空コートでの練習は認めますが、試合進行上支障があると本部席が判断した場合は、

決勝戦には、サービスジャッジを付けます。

並びに本大会要項により行います。

とします。

の主審は主管連盟で担当しますが、線審は対戦チームで行ってください。

認めません。

なお、相互審判制で並行対戦（試合）を行う場合は、主管連盟で審判を担当する場合

試合が連続する場合、次の試合まで１５分以内の休憩を認めます。また、並行試合でも

１５分以内の休憩を認めます。但し、第２ダブルスと第１シングルスにエントリーして

いる場合は、休憩を認めません。

競技中、シャツの背面には所属チーム名を表示してください。表示の無い場合は失格

とします。

競技中の水分補給は蓋付きの専用ボトルとし、審判の許可を得て摂るものとします。

２１－０・２１－０とします。また、棄権者（当該者）が、その対抗戦の別の試合に

出場することは認めませんが、次の対抗戦の試合に出場することは可とします。

オーダー用紙の提出は、試合開始時間の１５分前までとします。第１日目の第１対戦

（タイムテーブル１段目）は、監督会議終了後速やかに本部席まで提出してください。

競技上の注意事項

審判上の注意事項
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してください。なお、本大会は傷害保険に加入していますので、傷害等発生時は速やかに

体育館の利用は、良識ある行動（整理整頓、後始末）をお願いします。

アリーナは土足厳禁です。必ず体育館シューズ（バドミントンシューズ）又はスリッパに

履き替えてください。

食事は会場の観覧席や指定された場所でお願いします。ゴミは各自で持ち帰ってください。

体育館内での喫煙は禁止です。喫煙は指定した場所以外ではできませんので

ご協力をお願いします。喫煙可能場所は体育館正面入り口付近の所定の喫煙場所となります

のでご注意ください。

所持品及び貴重品は各自又はチーム等で責任を持って管理してください。

万一事故が発生しても大会本部は責任を負いません。

競技中の疾病・傷害は応急処置のみ主管連盟が行いますが、それ以後は各自で対応

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ：全試合の喪失マッチ数

　　取得マッチ率Ｃ＝Ａ／（Ａ＋Ｂ）　　　Ａ：全試合の取得マッチ数

大会本部まで申し出てください。

食事の時聞は設けていません。進行に注意して各チームで対応してください。

勝点は、勝試合：１点　敗試合：０点　棄権又は没収試合：－１点とし、勝点合計により、

多いものから上位とする

勝点合計が２チーム以上同数のときは次の方式により順位を決める。

　取得マッチ率Ｃを計算し、その率の高い方を上位とする。　

更に同率の場合は次による。

　取得ゲーム率Ｆを計算し、その率の高い方を上位とする。

　　取得ポイント率Ｐ＝Ｑ／（Ｑ＋Ｒ）　　Ｑ：全試合の取得ポイント数

更に同率の場合は次による。

　　取得ゲーム率Ｆ＝Ｄ／（Ｄ＋Ｅ）　　　Ｄ：全試合の取得ゲーム数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅ：全試合の喪失ゲーム数

　取得ポイント率Ｐを計算し、その率の高い方を上位とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｒ：全試合の喪失ポイント数

更に同率の場合は次の方法にて順位を決める。

　①２チームの場合は、当事者同士での対戦で勝った方を上位とする。

　②３チームの場合は、抽選または競技委員会で決定する。

　　（いかなる場合も順位決定のための特別な試合は行わない）

アリーナの注意事項

リーグ順位決定基準







大会１日目

１コート ２コート ３コート ４コート ５コート ６コート ７コート ８コート ９コート 10コート

三菱電機
（兵庫）

YAMATO奈良
（奈良）

WAKOKAI
（大阪）

三菱電機神戸
（兵庫）

阪急電鉄
（大阪）

大和製衡
（兵庫）

日本製鉄
（兵庫）

三菱自動車
京都

（京都）

ＲＡＣＲＥ
（大阪）

三菱電機伊丹
（兵庫）

10:00 WT-1 WT-2 MT-A-1 MT-A-2 MT-D-1 MT-E-1 MT-F-1 MT-G-1 MT-B-1 MT-C-1

京都府選抜
（京都）

島津製作所
（京都）

塩野義製薬
（大阪）

日本新薬
（京都）

新明和工業
（兵庫）

シャープ
（奈良）

ＫＵＢＯＴＡ
（大阪）

三菱重工神戸
（兵庫）

カネカ
（兵庫）

島津製作所
（京都）

三菱電機
（兵庫）

YAMATO奈良
（奈良）

WAKOKAI
（大阪）

三菱電機神戸
（兵庫）

京都中央信用
金庫（京都）

大阪ガス
（大阪）

ラリー
スマイル

（和歌山）

ヤンマー
（大阪）

三菱電機姫路
（兵庫）

パナソニック
（大阪）

12:00 WT-3 WT-4 MT-A-3 MT-A-4 MT-D-2 MT-E-2 MT-F-2 MT-G-2 MT-B-2 MT-C-2

島津製作所
（京都）

京都府選抜
（京都）

日本新薬
（京都）

塩野義製薬
（大阪）

新明和工業
（兵庫）

シャープ
（奈良）

ＫＵＢＯＴＡ
（大阪）

三菱重工神戸
（兵庫）

カネカ
（兵庫）

島津製作所
（京都）

三菱電機
（兵庫）

島津製作所
（京都）

WAKOKAI
（大阪）

日本新薬
（京都）

阪急電鉄
（大阪）

大和製衡
（兵庫）

日本製鉄
（兵庫）

三菱自動車
京都

（京都）

ＲＡＣＲＥ
（大阪）

三菱電機伊丹
（兵庫）

14:00 WT-5 WT-6 MT-A-5 MT-A-6 MT-D-3 MT-E-3 MT-F-3 MT-G-3 MT-B-3 MT-C-3

YAMATO奈良
（奈良）

京都府選抜
（京都）

三菱電機神戸
（兵庫）

塩野義製薬
（大阪）

京都中央信用
金庫（京都）

大阪ガス
（大阪）

ラリー
スマイル

（和歌山）

ヤンマー
（大阪）

三菱電機姫路
（兵庫）

パナソニック
（大阪）

第72回近畿実業団バドミントン選手権大会
タイムテーブル

大阪府立臨海スポーツセンター　　令和６年３月２日（土）



大会２日目

１コート ２コート ３コート ４コート ５コート ６コート ７コート ８コート

MT-B　勝者 MT-D　勝者 MT-F　勝者

9:45 MT-1 MT-2 MT-3

MT-C　勝者 MT-E　勝者 MT-G　勝者

MT-A勝者 MT-2　勝者

11:45 MT-4 MT-5

MT－1勝者 MT-3　勝者

MT-4　勝者

13:45 MT-決勝

MT-5　勝者

第72回近畿実業団バドミントン選手権大会
タイムテーブル

大阪府立臨海スポーツセンター　　令和６年３月３日（日）



 

男子団体 男子団体

Ａブロック Ｅブロック

5 3 1 3 1

5 2 4 3 2

3 2 6 1 2

1 4 6

男子団体 男子団体

Ｂブロック Ｆブロック

3 1 3 1

3 2 3 2
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Ｃブロック Ｇブロック

3 1 3 1

3 2 3 2

1 2 1 2

男子団体

Ｄブロック

3 1

3 2

1 2

男子団体(予選)

WAKOKAI
（大阪）

三菱電機
神戸

（兵庫）

日本新薬（京
都）

塩野義製薬
（大阪）

順　位
大和製衡
（兵庫）

大阪ガス
（大阪）

シャープ
（奈良）

順　位

三菱電機
神戸

（兵庫）

大阪ガス
（大阪）

WAKOKAI
（大阪）

大和製衡
（兵庫）

塩野義製薬
（大阪）

日本新薬
（京都）

シャープ
（奈良）

KUBOTA
（大阪）

順　位

ＲＡＣＲＥ
（大阪）

日本製鉄
（兵庫）

ＲＡＣＲＥ
（大阪）

三菱電機
姫路

（兵庫）

カネカ
（兵庫）

順　位
日本製鉄
（兵庫）

ラリー
スマイル
（和歌山）

カネカ
（兵庫）

KUBOTA
（大阪）

三菱電機
姫路

（兵庫）

ラリー
スマイル
（和歌山）

三菱重工
神戸

（兵庫）
順　位

三菱電機
伊丹

（兵庫）

三菱自動車
京都

（京都）

三菱電機
伊丹

（兵庫）

パナソニック
（大阪）

島津製作所
（京都）

順　位
三菱自動車

京都
（京都）

ヤンマー
（大阪）

順　位

阪急電鉄
（大阪）

島津製作所
（京都）

三菱重工
神戸

（兵庫）

パナソニック
（大阪）

ヤンマー
（大阪）

京都中央
信用金庫
（京都）

新明和工業
（兵庫）

阪急電鉄（大
阪）

京都中央
信用金庫
（京都）

新明和工業
（兵庫）



第７２回近畿実業団バドミントン選手権大会

男子団体　トーナメント（MT）

A

ＷＡＫＯＫＡＩ（大阪） 阪急電鉄（大阪）

D三菱電機神戸（兵庫） 京都中央信用金庫（京都）

日本新薬（京都） 新明和工業（兵庫）

2

塩野義製薬（大阪）

大和製衡（兵庫）

E大阪ガス（大阪）

4 5 シャープ（奈良）
6

B

ＲＡＣＲＥ（大阪） 日本製鉄（兵庫）

F三菱電機姫路（兵庫） ラリースマイル（和歌山）

カネカ（兵庫） ＫＵＢＯＴＡ（大阪）

C

三菱電機伊丹（兵庫） 三菱自動車京都（京都）

Gパナソニック（大阪） ヤンマー（大阪）

島津製作所（京都） 三菱重工神戸（兵庫）

1 3



 

5 3 1

5 2 4

3 2 6

1 4

順　位

京都府選抜
（京都）

女子団体(WT)

女子団体
三菱電機
（兵庫）

YAMATO奈良
（奈良）

島津製作所
（京都）

京都府選抜
（京都）

三菱電機
（兵庫）

YAMATO奈良
（奈良）

島津製作所
（京都）







府
県
名

チ ー ム 名
部 長
監 督
マネージャー

永 津 次 郎 ◎ 吉 田 透 前 田 圭 太 河 田 保 憲

河 田 保 憲 児 玉 貴 之 川 口 佳 介 酒 井 将 之

酒 井 将 之 太 田 和 希 薬師寺 亮太 上 田 直 人

鈴 木 勝 也 板 東 拓 哉

丁 子 敬 大 ◎ 明 地 達 也 大 石 斉 堤 圭 吾

山 磨 和 弘 常 陰 愁 平 有 馬 輝 石 原 泰 祐

石 原 泰 祐 田 中 聖 也 小 林 寛 史 村 上 哲 也

南 木 基 秀

山 本 勝 ◎ 鈴木 雄一朗 川 野 良 二 松浦 晋太郎

奥 洞 桂 介 生 木 雅 也 竹 下 慧 江 口 満 広

横 田 英 士 森 本 尚 島 袋 浩 大 奥 洞 桂 介

横 田 英 士

天 羽 浩 昭 ◎ 片 平 雄 理 辻 和 浩 植 田 敏 考

岡 田 勝 美 坂 本 輝 成 松 一 輝 笠 井 航 平

堀 と も か 廣 瀬 雄 祐 野 上 瑞 樹 北 和 真

高 橋 瑞 希

菱 井 麻 美 ◎ 川 島 厳 勇 山 崎 元 裕 中 田 大 地

秋 吉 一 徳 木 谷 翔 馬 中 辻 耕 平 西 尾 優 貴

林 良 光 市 川 新 也 土 井 伸 孝 近 藤 直 也

永 津 邦 安

中 川 才 ◎ 藤 井 奨 上 田 次 郎 倉 橋 弘 樹

倉 橋 弘 樹 廣尾 慶次郎 今 井 隆 太

島 田 義 規 ◎ 中 野 俊 亮 髙 浦 楓 林 正 敏

池 淵 順 一 石 原 広 一 本 庄 匠 門 元 謙 都

楠 城 由 佳 和 田 優 作 竹 内 章 悟 乙 坂 晃 弘

小 西 克 広 吉 岡 和 美 島 田 義 規

宮 本 重 彦 ◎ 宮 本 重 彦 北 村 優 弥 大 関 達 郎

宮 本 重 彦 野 崎 秀 太 勝 部 俊 太 佐 藤 拓 民

宮 本 重 彦 成 田 開 智 高 橋 卓 也 糟 谷 勇 輔

北 川 倖 玄 上 林 優 大

山 口 利 之 ◎ 常 塚 光 西 谷 春 樹 疋 田 聖 也

髙木 孝一郎 常 山 明 良 林 谷 理 貴 内田 裕太郎

築 山 晴 美 三 上 楓 外 川 賢 輝 一 井 亮 太

南 茂 斗 羽 上 田 康 誠 崎 野 翔 太

溝 信 之 ◎ 堀 功 定 安 永 誠 溝 信 之

溝 信 之 御宮知 和哉 稲 田 哲 彦 中 西 卓 巳

御宮知 和哉 福 井 真 也 増 田 智 柏 原 彪 吾

森 川 聖 ◎ 上 田 岳 花 岡 侑 樹 蓮 本 周 平

森 川 聖 瀬 津 光 司 寺田 明日佳 森 川 聖

永 井 詩 織 枝 廣 修 平 辻 本 和 暉 井 口 俊 吾

大西 謙二朗

佐 伯 憲 ◎ 沼 子 将 大 中 辻 亮 太 阿 形 寿 規

沼 子 将 大 中 村 洋 貴 井 上 拓 馬 山 崎 開 智

蝋 野 大 輝

山 村 秀 章 ◎ 藤 井 政 弘 三 成 千 明 呂 政 キ ン

三 嶋 真 喜 男 野 村 篤 司 桃 谷 直 人 海 老 原 仁

三 嶋 真 喜 男 下野 雄 一朗 田 中 隆 一 乙 村 法 道

三嶋 真 喜男

寺 西 頼 太 ◎ 平 野 晃 一 山 角 太 佑 福 岡 祥 平

寺 西 頼 太 弓 倉 義 己 弓 倉 誠 之 大 谷 璃 輝

三 木 健 司 鈴 木 凱 谷 口 宏 紀 三 木 健 司

カ ネ カ

三 菱 自 動 車 京 都

兵
庫

京
都

選　手　名　簿　（男子）

選手名（◎は主将）

三 菱 電 機 伊 丹

日 本 製 鉄

大 和 製 衡

新 明 和 工 業

三 菱 重 工 神 戸

三 菱 電 機 姫 路

三 菱 電 機 神 戸

和
歌
山

ラ リ ー ス マ イ ル

京都中央信用金庫

島 津 製 作 所

日 本 新 薬

シ ャ ー プ
奈
良



府
県
名

チ ー ム 名
部 長
監 督
マ ネ ー ジ ャ ー

栗 岡 隆 顕 ◎ 森 園 周 冬 山 形 章 悟 井 谷 和 弥

山 形 章 悟 小 髙 拓 也 清 水 晃 希 河 野 匠 真

山 形 章 悟 寺田 浩太朗 森 心 之 丞

板 谷 佑 太 朗 ◎ 板谷 佑太朗 井 上 崇 山 村 諒 祐

福 田 哲 山 口 晋 平 森 川 真 諭 常 山 康 一

板 谷 佑 太 朗 福 田 哲 藤 野 泰 寛

佐 藤 俊 哉 ◎ 江 口 哲 也 小 池 芳 彦 白 井 拓 海

隂 山 貴 司 高 橋 晃 大 野 孝 史 須 田 大 志

椎 屋 美 律 生 宮 内 偉 琉 中 岡 想 隂 山 貴 司

山 本 秀 樹 ◎ 池 田 圭 吾 寺 脇 慎 悟 長谷川 剛之

山 本 真 基 馬 場 浩 市 並 川 真 大 西 口 浩 平

高 井 啓 之 川本 虎之介 上 野 陸 吉 村 健 吾

杉 本 陽 太 谷 口 侑 弥

大 井 貴 夫 ◎ 田 浦 佳 汰 大 橋 直 樹 齋 藤 彰

明 地 清 貴 荒 関 裕 貴 宍 戸 俊 介 海 司 大 陽

植 田 学 大 井 貴 夫 明 地 清 貴 早 水 栄 治

武 田 一 眞 青 木 葉 瑠

岡 鼻 仁 生 ◎ 堂 馬 舞 人 中 森 大 貴 渡 邉 慎

中 村 陽 介 渡 邊 信 斗 楯 野 真 也
持 安 謙 一

本 木 彰 彦 ◎ 廣 松 伸 晃 本 木 彰 彦 平 井 宏 典

本 木 彰 彦 富 樫 太 一 上 田 英 明 小 方 健 司

平 井 宏 典 堺 貴 紀 鳥 生 恭 平 西 沢 慎

与那嶺 寿都 乳 原 雅 和 福 田 健 一

原 嶋 節 夫 ◎ 神 田 悠 太 末 宗 啓 太 福 田 太 智

神 田 悠 太 松 山 忠 広

佐 藤 裕 明

府
県
名

チ ー ム 名
部 長
監 督
マ ネ ー ジ ャ ー

永 津 次 郎 ◎ 金田 明香里 韮 澤 美 羽 徳岡 梨々香

酒 井 将 之 平 田 偲 中 島 祐 月 小 針 美 香

酒 井 将 之 朝 倉 ひ よ り 韮 澤 百 羽 相 本 珠 杏

阪 口 恵 二 朗 ◎ 葉山 美衣子 保 井 優 奈 森 田 千 晴

阪 口 恵 二 朗 今 井 優 歩 福 田 海 璃 柳 原 な な 子

阪 口 恵 二 朗 佐 藤 麗 髙 橋 未 羽 赤 坂 玲 奈

森 川 聖 ◎ 須 田 真 希 中 村 里 映 蛇 口 ひ か り

森 川 聖 永 井 詩 織 山 﨑 美 帆 寺 田 祐 子

永 井 詩 織 北 河 茜 小 橋 茉 南

中 井 哲 弘 ◎ 田 村 み づ き 辻 澤 香 奈 小 杉 恭 世

廣 瀬 敬 西 村 悠 希 堤 奏 水

中 井 哲 弘

選　手　名　簿　（男子）

選手名（◎は主将）

Ｗ Ａ Ｋ Ｏ Ｋ Ａ Ｉ

パ ナ ソ ニ ッ ク

阪 急 電 鉄

大
阪

Ｋ Ｕ Ｂ Ｏ Ｔ Ａ

Ｒ Ａ Ｃ Ｒ Ｅ

大 阪 ガ ス

塩 野 義 製 薬

ヤ ン マ ー

選　手　名　簿　（女子）
選手名（◎は主将）

兵
庫

三 菱 電 機

京
都

京 都 府 選 抜

奈
良

Y A M A T O 奈 良

京
都

島 津 製 作 所
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男子の部 優勝 （大阪）

準優勝 （京都）

第三位 （大阪）

（大阪）

和 幸 会

三 菱 自 動 車 京 都

阪 急 電 鉄

R A C R E



第７１回近畿実業団バドミントン選手権大会結果

女子の部 優勝 （兵庫）

準優勝 （奈良）

第三位 （京都）

三 菱 電 機

YAMATO 奈 良

島 津 製 作 所







優　　勝 準優勝 優　　勝 準優勝

1

2

3 昭和29年 滋　賀 古河電工 　 　 　

4 昭和30年 大　阪 古河電工 　 　 　

5 昭和31年 京　都 古河電工 大阪ＹＭＣＡ 皇子山中学校職員 島津製作所

6 昭和32年 兵　庫 古河電工 島津製作所 皇子山中学校職員 京都大丸

7 昭和33年 大　阪 古河電工 東亜燃料・和歌山 大阪スポーツ工業 松下電子工業

8 昭和34年 京　都 大阪合繊 東亜燃料・和歌山 松下電子工業 大阪合繊

9 昭和35年 和歌山 丸善石油・下津 神戸地方裁判所 松下電子工業 丸善石油・下津

10 昭和36年 兵　庫 国際電電 住友金属・尼崎 松下電子工業 嶋路商店

11 昭和37年 大　阪 大日日本電線工業 三菱自工・京都 松下電子工業 大阪市外電話局

12 昭和38年 京　都 松下電子工業 新宮市役所 松下電子工業 電電大阪

13 昭和39年 兵　庫 電電大阪 松下電子工業 三菱電機・伊丹 川崎製鉄所

14 昭和40年 大　阪 電電大阪 国際電電 三菱自工・京都 電電大阪

15 昭和41年 和歌山 電電近畿 国際電電 三菱自工・京都 三菱電機・伊丹

16 昭和42年 奈　良 電電近畿 国際電電 三菱自工・京都 三菱電機・伊丹

17 昭和43年 滋　賀 電電近畿 国際電電 三菱自工・京都 松下電子工業

18 昭和44年 京　都 電電近畿 住友金属・和歌山 三菱自工・京都 電電近畿

19 昭和45年 兵　庫 電電近畿 松下電器 三菱電機・伊丹 電電近畿

20 昭和46年 大　阪 電電近畿 住友金属・和歌山 三菱電機・伊丹 電電近畿

21 昭和47年 奈　良 電電近畿 住友金属・和歌山 電電近畿 住友金属・和歌山

22 昭和48年 和歌山 電電近畿 スワロー化研 三菱電機・伊丹 スワロー化研

23 昭和49年 滋　賀 スワロー化研 電電近畿 三菱電機・伊丹 スワロー化研

24 昭和50年 兵　庫 電電近畿 住友金属・和歌山 三菱電機・伊丹 スワロー化研

25 昭和51年 大　阪 電電近畿 住友金属・和歌山 スワロー化研 住友金属・和歌山

26 昭和52年 京　都 電電近畿 スワロー化研 スワロー化研 住友金属・尼崎

27 昭和53年 和歌山 電電近畿 スワロー化研 住友金属・和歌山 住友金属・尼崎

28 昭和54年 奈　良 電電近畿 松下電器 サントリー 住友金属・尼崎

29 昭和55年 滋　賀 電電近畿 大津市役所 三洋電機・大阪 サントリー

30 昭和56年 大　阪 電電近畿 住友金属・和歌山 サントリー 三洋電機

31 昭和57年 兵　庫 電電近畿 松下電器 サントリー 三洋電機

32 昭和58年 京　都 電電近畿 大津市役所 三洋電機 滋賀銀行

33 昭和59年 和歌山 ヨネックス 住友化工 住友金属・和歌山 住友金属・尼崎

34 昭和60年 滋　賀 大津市役所 ヨネックス 東レ滋賀 住友金属・和歌山

35 昭和61年 奈　良 大津市役所 住友金属・和歌山 東レ滋賀 住友金属・大阪

36 昭和62年 兵　庫 松下電器・大阪 新日鐵・広畑 三菱電機・伊丹 東レ滋賀

37 昭和63年 大　阪 ＮＴＴ関西 住友金属・和歌山 三菱電機・伊丹 東レ滋賀

38 平成1年 京　都 ＮＴＴ関西 松下電器・大阪 三菱電機・伊丹 東レ滋賀

39 平成2年 和歌山 大和製衡 住友金属・和歌山 三菱電機・伊丹 住友金属・和歌山

40 平成3年 奈　良 ＮＴＴ関西 大和製衡 サントリー 三洋電機

41 平成4年 滋　賀 松下電器・大阪 大和製衡 サントリー 三洋電機

42 平成5年 兵　庫 ＮＴＴ関西 松下電器・大阪 三洋電機 松下電器・大阪

43 平成6年 大　阪

44 平成7年 京　都 松下電器・大阪 大阪ガス コスモ石油 松下電器・大阪

45 平成8年 奈　良 ＮＴＴ関西 松下電器・大阪 松下電器・大阪 三菱自工

46 平成9年 滋　賀 松下電器・大阪 東レ滋賀 三洋電機 三菱自工・京都

47 平成10年 兵　庫 松下電器・大阪 大阪ガス 三菱電機 三菱自動車京都

48 平成11年 大　阪 ＮＴＴ西日本･大阪 松下電器・大阪 三菱電機 三菱自動車京都

49 平成12年 京　都 松下電器・大阪 松下電器部品 三洋電機 三菱電機

50 平成13年 奈　良 三菱自動車京都 松下電器・大阪 三洋電機 大阪市役所

51 平成14年 滋　賀 ＢＷＡＹ 三菱自動車京都 三菱電機 大阪府選抜

52 平成15年 兵　庫 大和製衡 松下電器・大阪 三菱電機 大阪府選抜

53 平成16年 大　阪 三菱自動車京都 ＢＷＡＹ 三洋電機 三菱電機

54 平成17年 京　都 ＢＷＡＹ 三菱自動車京都 大阪府選抜 島津製作所

55 平成18年 奈　良 ピスコム ミズノ 京都府選抜 京都府庁

56 平成19年 滋　賀 ミズノ ピスコム 堀場製作所 島津製作所

57 平成20年 兵　庫 大和製衡 三菱自動車京都 三菱電機 京都市役所

58 平成21年 大　阪 三菱自動車京都 大和製衡 三菱電機 京都市役所

59 平成22年 京　都 三菱自動車京都 大和製衡 三菱電機 京都府選抜

60 平成23年 奈　良 三菱自動車京都 ニッケグループゴーセン 三菱電機 三菱自動車京都

61 平成24年 滋　賀 三菱自動車京都 ニッケグループゴーセン 三菱自動車京都 京都府選抜

62 平成25年 兵　庫 三菱自動車京都 ニッケグループゴーセン 三菱電機 三菱自動車京都

63 平成26年 大　阪 三菱自動車京都 大和製衡 三菱電機 PLENTY GLOBAL LINX

64 平成27年 京　都 三菱自動車京都 大和製衡 PLENTY GLOBAL LINX 三菱自動車京都

65 平成28年 奈　良 三菱自動車京都 大和製衡 PLENTY GLOBAL LINX 三菱電機

66 平成29年 滋　賀 三菱自動車京都 大和製衡 三菱電機 PLENTY GLOBAL LINX

67 平成30年 兵　庫 三菱自動車京都 大和製衡 三菱電機 PLENTY GLOBAL LINX

68 令和元年 大　阪

69 令和2年 京　都

70 令和3年 奈　良

71 令和4年 兵　庫 和幸会 三菱自動車京都 三菱電機 YAMATO奈良

72 令和5年 大　阪

阪神大震災のため中止

新型コロナウイルスの影響により中止

新型コロナウイルスの影響により中止

新型コロナウイルスの影響により中止

過　去　の　成　績

回 年度 開催地
男子の部 女子の部



１． 主 催

２． 主 管

３． 後 援

４． 期 日

５． 会 場

６． 種 別

７． ﾁ ｰ ﾑ 編 成

８． 競 技 規 則

９． 競 技 方 法

１０．使 用 器 具

１１．参 加 資 格

１２．参 加 制 限

１３．参 加 料

　　　　全日本学生バドミントン連盟、全国高体連専門部の会員登録

大会申し込み日までに近畿実業団バドミントン連盟に団体登録を完了した事業所

（公財）日本バドミントン協会会員登録を完了した者。

　　に１名が単・複の何れか１試合にのみ出場可とする。ただし、次の何れかに

　　該当するものについては、日本国籍を有する者と同一出場資格とする。

　（ア）学生生徒は出場できない。ただし、官庁・会社等に雇用契約があり

（４）その他（外国籍選手の出場資格）

　　外国籍選手の登録数は、１チーム２名以内とし、試合への出場資格は１対抗戦

とし、近畿各府県実業団バドミントン連盟が、推奨するチームとする。選手は、

（１）各府県の基本割り当てチーム枠は、３チームとし、事業所が５増す毎に

　　１チーム増とする。昨年度ベスト４以上のチームは推薦参加とし、

　　上記割り当て外とする。また、開催府県の特別枠を認める。

　　　　がない者は出場できる。

　（イ）当該年度以前に学校教育法第１条に定める学校に一定期間在籍したことのある者。

　　事由以外は一切返却しない。

　　参加料振込先・・・三菱ＵＦＪ銀行 大阪営業部（００５）

　　　　　　　　　　　普通　３９７５６１６

　（ウ）日本国内で出生し、その後引き続き在住している者。

（１）１チーム　２０，０００円

　　　　　　　　　　　名義　大阪府実業団バドミントン連盟

（２）参加料は、各府県の連盟代表者が一括して、大会当日に提出するか、2月24日(金)

　　までに下記の口座へ振込んで下さい。なお、組合せ後は主催者側の責任により

令和５年度（公財）日本バドミントン協会検定合格用器具を使用する。

（２）試合は、２複３単とし、複より行う。

（２）１事業所１チームとする。

（３）女子に限り、各府県１チームの選抜チームを認める。

近畿バドミントン協会、近畿実業団バドミントン連盟

讀賣新聞社

大阪府立臨海スポーツセンター　　大阪府高石市高師浜6-1

監督１名、マネージャー１名、選手は４～１２名で編成する。

（１）一次リーグ戦の後、トーナメント戦により優勝を決定する。

大阪府実業団バドミントン連盟

令和６年３月２日（土）～３日（日）

事業所対抗の男子団体戦、女子団体戦

令和５年度（公財）日本バドミントン協会競技規則並びに大会運営規程による。

　　　男女とも３位決定戦は行わない。

（３）一次リーグ戦、トーナメント戦とも勝敗決定後打ち切りとする。

第７２回近畿実業団バドミントン選手権大会要項

（第７４回全日本実業団バドミントン選手権大会近畿地区選考会）



１４．申 込 期 日

１５．組 合 会 議

１６．表 彰

１７．競 技 日 程

１８．そ の 他

　　（イ）文字の色：着衣と明瞭に区別出来るもの。

　　（ウ）文字列の大きさ：（公財）日本バドミントン協会大会運営規程第２４条による。

（５）大会中の疾病及び傷害は､主管連盟で応急のみするが､事故の責任は負わない。

　　　なお、スポーツ保険は加入済み。

（４）開会式　　　　　　　　　　　　９：４０～

（５）競技開始　　　　　　　　　　１０：００～

（３）競技開始　　　　　　　　　　　９：４５～

（４）閉会式、競技終了後

　　　　　第２４条による背番号を表示することが望ましい。

（１）組合せは近畿実業団バドミントン連盟に一任とする。

（２）審判は指名審判（相互）制とし、原則として公認審判員資格者（３級以上）とする。

　　　決勝戦の審判は、主管連盟が担当しサービスジャッジを付ける。

（３）試合進行上、２コートに分けて実施することがある。なお、勝敗が決定

　　　次第、並行で実施している試合及び残りの試合は打切りとする。

（４）競技中の服装は、（公財）日本バドミントン協会大会運営規程による。シャツの

　　　背面にはチーム名を表示すること。背面表示なき服装での試合は無効とする。

　　　競技中の色付き着衣については（公財）日本バドミントン協会審査合格品とする。

　　　チーム名以外の表示は大会運営規程第２４条によるものとし、参加申込書で

　　　登録した表示以外のものは認めない。

　　（ア）ウェア（上衣）には（公財）日本バドミントン協会大会運営規程

３月３日（日）

（６）チームの最低構成員数（４名）に達しなかった場合は失格とする。

（２）オーダー提出（１段目のチーム）９：４０までに

「大会参加申込書」に所定事項を記入の上、申込期限までに下記へ申込んで下さい

大阪府実業団バドミントン連盟 総務部 池端康平

TEL：080-3384-6113

Eメールアドレス

osakajitsugyodanbadminton2020@gf7.so-net.ne.jp

令和６年１月５日(金) １７時必着 (期日厳守)

令和６年１月１３日(土) 近畿実業団バドミントン連盟理事会で実施する。

男女団体とも上位３位までを入賞とし表彰する。

３月２日（土）

（１）受付　　    　　　　　　　　　９：００～(開館９：００)

（２）監督会議　　　　　　　　　　　９：２０～

（１）受付　　    　　　　　　　　　９：００～(開館９：００)

（３）オーダー提出（１段目のチーム）９：４０までに



１９．大会事務局

男子の部

女子の部

大阪府実業団バドミントン連盟理事長

平 井 宏 典

◆　推薦チーム 和幸会(大阪）、三菱自動車京都（京都）

阪急電鉄（大阪）

三菱電機（兵庫）、YAMATO奈良（奈良）

島津製作所（京都）

　　　試合進行、マナー、自己管理については特に注意願います。

（７）本大会上位４チームは、第７３回全日本実業団バドミントン選手権大会の

　　　近畿ブロック選考チームとして推薦する。

（８）コートサイドにはバッグ等を持参し、コートサイドもしくは所定の場所に

　　　置き、ドリンクも各自のバッグに収容する。こぼした時は、モップ等で拭きとる

（９）昼食・宿泊の斡旋は行わない。

（10）体育館では所定の場所以外での飲食は厳禁とする。

（11）各団体の責任者は、この大会の要項を周知徹底すること。試合進行、マナー、

　　　自己管理については特に注意すること。

（12）喫煙については、体育館内は禁煙となっています。屋外喫煙場所にてお願いします。

※１　各団体の責任者は、この大会の要項を周知徹底して下さい。



体育館見取り図
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